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皆
さ
ん
に
は
、
平
素
か
ら
更
生
保
護
活
動
に
対
し
ま
し
て
ご
理
解
ご
協

力
を
い
た
だ
き
、
心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
今
の
報
道
で
は
司
法
に
お
け
る
保
護
観
察
制
度
の
重
要
性
が
強
調
さ

れ
て
お
り
ま
す
が
、
私
た
ち
保
護
司
の
役
割
も
、
罪
を
犯
し
た
人
の
立
ち

直
り
の
援
助
と
い
う
本
来
の
役
割
に
加
え
、
再
犯
防
止
の
た
め
の
就
労
支

援
、
高
齢
対
象
者
な
ど
へ
の
生
活
支
援
、
今
後
実
施
予
定
で
あ
る
新
た
な

社
会
貢
献
活
動
へ
の
参
加
協
力
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
り
、
更
生
保
護
関
係

機
関
・
団
体
は
も
と
よ
り
、
福
祉
や
行
政
と
も
連
携
強
化
を
図
っ
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
ご
理
解
と
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

更
生
保
護
に
ご
理
解
を

　

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
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更
生
保
護
女
性
会
は
、
人
間
愛
を
か
ぎ
り
な
い
情
熱

を
持
っ
て
、
非
行
や
犯
罪
の
な
い
ば
か
り
か
、
誰
も
が

人
間
ら
し
く
尊
厳
を
も
っ
て
生
き
生
き
と

暮
ら
せ
る
明
る
い
社
会
を
目
指
し
て
活
動

し
て
い
ま
す
。
本
年
も
三
重
刑
務
所
を
訪

問
し
、
愛
の
鈴
１
５
０
個
、
ビ
オ
ラ
・
パ

ン
ジ
ー
・
ジ
ュ
リ
ア
ン
の
苗
各
60
本
を
届

け
、
そ
の
際
、
ミ
ニ
植
樹
祭
に
参
加
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
収
容
者
を
励
ま
し

た
り
心
を
な
ご
ま
せ
た
り
、
立
ち
直
り
の

た
め
に
良
い
環
境
を
整
え
る
こ
と
に
協
力

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

Ｂ
Ｂ
Ｓ
会
は
問
題
を
抱
え
る
少
年

た
ち
と
、
兄
や
姉
の
よ
う
に
接
し
、

少
年
が
自
分
で
問
題
を
解
決
し
成
長

す
る
た
め
の
支
援
を
す
る
と
と
も
に
、

犯
罪
や
非
行
の
な
い
地
域
社
会
を
目

指
す
青
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
で
す
。

　

本
年
度
に
、
発
足
40
周
年
を
迎
え

ま
し
た
。
名
張
Ｂ
Ｂ
Ｓ
会
は
青
少
年

の
ラ
イ
ブ
コ
ン
サ
ー
ト
や
、
Ｂ
Ｂ
Ｓ

ク
ラ
ブ
と
い
う
中
高
生
に
よ
る
活
動

な
ど
全
国
に
も
例
の
な
い
独
自
の
活

動
を
展
開
し
、
青
少
年
の
健
全
育
成

に
寄
与
し
て
い
ま
す
。

　

犯
罪
や
非
行
を
し
た
人
を
排
除
す
る
だ
け
で
は
、
安
心
・
安
全
な

社
会
を
実
現
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
こ
れ
ら
の
人
た
ち
が
社
会

に
帰
っ
て
き
た
時
、
そ
の
更
生
の
決
意
を
支
え
、
立
ち
直
れ
る
よ
う

援
助
し
健
全
な
社
会
の
一
員
と
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

特
に
就
職
し
、
責
任
あ
る
社
会
生
活
を
営
む
こ
と
は
、
立
ち
直
り

に
向
け
た
大
き
な
一
歩
に
な
り
ま
す
。
更
生
保
護
の
た
め
の
就
職
に

協
力
い
た
だ
け
る
雇
用
主
に
は
、
試
行
雇
用
（
試
行
雇
用
奨
励
金
あ

り
）、
身
元
保
証
シ
ス
テ
ム
（
１
年
間
保
証
。
損
害
賠
償
見
舞
制
度
あ

り
）、
職
場
適
応
・
定
着
指
導
員
に
よ
る
事
後
支
援
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
保
護
司
会
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　第 62 回「社会を明るくする運動」募金は、
皆さんのご理解とご協力により大きな成果を上
げることができました。募金は下記の事業に活
用させていただきました。
　愛の資金は各地区を通じて市内の全世帯に呼
び掛けご協力をいただいております。ご協力い
ただいた皆さんに厚くお礼申しあげます。

社会を明るくする運動事業
保護司会活動費用事業
更生保護女性会活動事業
名張 BBS 会事業
更生保護大会
県更生保護事業助成

665,772円
235,157円
120,000円
150,000円
300,000円
250,000円

青少年によるライブコンサート

募金総額　1 , 7 2 0 , 9 2 9円

http://www.kouseihogo-mie.jp/
三重の更生保護 検索

ホームページを公開中 !ホームページを公開中 !
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立ち直りを
支える地域のチカラ立ち直りを
支える地域のチカラ
愛の資金愛の資金

第62回 社会を明るくする運動

ご
あ
い
さ
つ

3　2013年（平成 25年）3月 3日日

保護司会では「犯罪や非行を防止し、立ち直りを支える地域のチカラ」をテーマに、
地域の皆さんとともに様々な活動を展開しています。

■ 青少年の健全育成

伊藤和子杯中学生卓球大会

中学校での犯罪予防教室

■ 運動の啓発

市の公用車にステッカーを貼り啓発

大型店舗で市長や警察などと啓発FMなばりに出演し、運動を PR

■ 他機関との連携

伊賀少年サポートセンターとの協議

名張商工会議所女性会と
女性保護司との懇談

三重刑務所で
ミニ植樹祭に参加
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25 年 1月末現在


